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私 のスケッチ ・ブック(31)

子供の自立まで

国立民族学博物館　教授

森　　明子

■おとなへの過程

　 子 供 はい つ大 人 に な るのだ ろうか 。生

物 としての 人 間は、生 まれ た ときか ら刻 一

刻 と成 熟 し、ひたす ら老 いへ 向 か って い

く。 そ の時 間 に 区切 りはな い。 時 間 に区

切 りをつ け て、子 供 や 大 人、若 者 や 老 人

などの意 味 を与 えるの は、社 会 的 な生 き

物 として の人 間 で あ る。 人 間 は、社 会 の

なか で段 階 を追 って成 長 して い くと考 え

られ て い る。そ れ に はモ デ ル が必 要 で 、

そ れ ぞ れの社 会 で年 齢 や世 代 に 「ふ さわ

しい 」と考 えられて い る 行動 様 式 が これ

にあ たる。ところが現 代 の日本社 会 で は、

このモ デ ル が よくわ か らな くな って いて 、

大 人 も子 供 も自信 をなくして い るようにみ

える。この状 況 は 、成 長 過 程 に あ る子 供

に大 きな負担 を与 え ることにな る。

　子 供が 大 人 にな ってい く過程 を、私 た

ち は どの くらい きちん と考 えてい るだ ろ

うか。 と くに問題 にな るの は、 大 人が全

面 的 に優 位 に立 って い る乳 児期 や幼 児期

の こ とでは ない。 成長 して 自分 の好 み を

もち、 自分 の考 えで行 動す るよ うに なっ

た 子 供 を ど うサ ポ ー ト して や るか とい

う、微 妙 で骨 の折 れ る過 程 の こ とで あ る。

　子 供 が親 元か ら自立 してい く重 要 な契

機 と して、 異性 のパ ー トナー の存在 が あ

る。 半生 を ともにす る よ うなパー トナ ー

が、 あ る時 突然 あ らわれ て即 決す るわ け

で は ない。 多 くの人 は、思 春期 に異 性 と

交際 し、 さま ざ まな経 験 を経 なが ら、 や

が て ひ と りの パ ー トナ ー を選 択 して い

く。 この過程 に、大 人が むや み に介 入 す

るのは 間違 って い るが、子 供 が何 をす る

のか まった く無 関心 でい るの が望 ま しい

わ けで もない。ドイツ で生 活 して い くな

かで 、私 が考 えた こ とを述 べ よ う。

■友人関係

　 ドイ ツの都 市 で生活 す る家族 は、 子供

の 友 人 に どの よ う に対 し て い る だ ろ う

か。 子供 が幼 い うち か ら、 両親 は子 供 の

友 人 関係 を大切 に見守 っ てい る。子 供 の

友 人 を親 が選 ぶ とい う意味 で はな い。 自

分 の子 供 が どの よ うな友人 とどの よ うな

関係 を もっ てい るか、 とい うこ とに親 は

注 意 を払 っ てい る。 日本の 多 くの親 も同

様 だ ろ う。 ただ、 子供 が ある程 度成 長 し

てか らも、子供 の 友人 関係 に 関心 を もっ

てい る親 は、 日本 で は少 ない よ うに思 わ

れ る。子供 が学 校 で 自分 の 世界 をつ くる
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よ う に な り、 そ の 学 校 の 世 界

が 親 の 目か ら見 え な くな る に

つ れ て 、 親 は 子 供 の交 友 関 係

に距 離 を お くよ う に な り、 や

が て 関心 も失 って い く傾 向 が

あ る よ うだ 。

　ドイツ で は 、 大 人 も子 供 も

親 しい友 人 の 家 を訪 問 しあ い 、

家 族 を含 め て 友 人 関係 を 築 く

こ とを大 切 にす る傾 向 が あ る。

この こ とは 、 子 供 の 友 人 関 係

を展 開 させ る こ と に も貢 献 す

る 。 親 しい 友 人 との 関 係 は 、

3歳 の誕生 日を祝 う。両親 の友人が招待 される

学校 で も家庭 で も維 持 され、 そ こか ら友

人 の家族 や その家 族 の友 人 との あい だ に

広が ってい く。

　少 年期 に形 成 され た友 人 関係 が青年 期

以 降 に突入 してい く場 合 が あ る。そ の よ

うな関 係 は 、家族 も巻 き込 ん だ大 きな友

人 関係 に成 長 して い ることが 多 い 。た と

え ば、子 供 の 友 人 と、親 の友 人 が時 を同

じくして訪 問 して い ることは めず らしくな

い。彼 らは しば しば 共通 の テ ーブル につ

い て食事 をし、とき には、ともに ゲー ムを

するとい うこともある。テーブル につ けば、

さまざ まな会 話 を し、 そ れ がお もしろい

議論 に発展 す ることもある。そ の ように し

て友 人関 係 が、世 代 を超 えて成 長 してい

く。そ のような友 人 は、家 族 の誕 生 日や ク

リスマス の機会 などにも招 待 され るように

もなる。

　 この ような友 人関係 が 日本 に ない わけ

で は ないが 、少 ない だ ろ う。 む しろ子 供

は子 供、 大 人 は大 人 のつ きあい として区

別す る傾 向 が強 い。 親 の友人 と子 供 の友

人が 同 じテ ー ブル につ いて議 論す る風 景

は、私 は見 た こ とが ない。

　 ドイ ツで思春 期 の子供 は、 こ う した人

間関係 の なか で、 自分 の友 人関係 を育 て

てい く。 そ うい う子 供が 、 やが て異性 の

友 人 を、 自分の 家族 の この よ うな人 間関

係 に紹 介す るよ うに なる。

■異性の友人

　 ドイ ツの若者 が、 少年 期 の恋 を卒業 し

て、特 定 の異性 と交 際す るよ うに なるの

は、18歳 前 後が 多 い よ うだ。 この青年 期

の恋愛 は、 ひ じょうにお お っ ぴ らで 、愛

の さ さや きは どこ で も な され る。 た だ、

愛 の さ さや きだけ でな く、 喧嘩 も旅行 の

計 画 も、両 親の 目に見 え る ところで展 開

して いる こ とに、私 は感 心す る。 日本 の

若 者の 恋愛 の ゆ くえ を、 両 親 は どの程 度

把 握 して い るだろ う。両 親 が知 って い る

と 自信 をもっ てい え るのは 、わ が子 が 中

学 かせ いぜ い高 校 くらい までの 時期 に限

られ るの では ない だろ うか。

　 私が 親 しく して い る家 族 の少女 は、4

人の仲 良 しグルー プで、学校 は もち ろん、
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学生 たち。テユ ーピンケ ンの風景

家庭 で も互 いの 家 を行 き来 して いた。18

歳 に なっ て、彼 女 には ひ と りの ボー イ フ

レ ン ドがで きた。家 に遊 び に来 た彼 に私

も紹 介 され て、何 度 か会 ううち に、親 し

く話 をす る ように なっ た。 この ボー イ フ

レ ン ドは、 彼 女 の仲 良 しグ ルー プ と も、

彼女 の 家族 とも、彼 女 の家族 の友 人(た

とえ ば私)と も、交友 関係 を広 げた わ けで

あ る。 少 女 も、彼 の 家 にい って 同 じよう

に交 友 関係 をひ ろげて い るに違 い ない。

　少 女 もボー イフ レ ン ドも、 親元 か ら通

学 して いて、 そ れぞ れ アルバ イ トやス ポ

ー ツ、別 の友 人 との つ きあい が ある。 そ

の 合 間 を縫 っ てふ た りは デ ー トを 楽 し

み、 と きには家 で過 ご して、夜 遅 く帰 宅

す る。 ただ し、週 末 に は互 い の家 に泊 ま

って、家 族 とと もに食 卓 につ く。 日曜 日

の夜 にな る と、 それ ぞれ の家 に も どって

月 曜 日か らの生 活 にそ な え る とこ ろ は、

大人 の過 ご し方 と共通 してい る。学 期休

み には、 友 人た ち と ともに、 あ るい はふ

た りで旅 行 もす る。旅 行先 は、友 人や 家

族 な どの 知 り合 いの 家 で あ る こ とが多
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い 。お 金 をか け ない ため であ

る。旅 行 して興 味深 い もの を

発 見 した り新 しい経 験 した り

す る こ とは、重 要 な こ とだ と

考 え られ てい て、 そ う した報

告 を した り聞 いた りす る こ と

を、人 々 は大切 にす る。 それ

が子 供 であ れ ば なお さ らであ

り、家 族 は子供 の成 長 を喜 ぶ。

　 ところで 、ふ た りで旅 行 し

た先 で、 少 女が怪 我 を した こ

とが あ った 。連 絡 を受 け た家

族 は、少 年 が付 き添 っ てい る

こ とに安 心 して 二人 の帰 宅 を待 った。 少

女 の家族 が 少年 に求 めて い るの は、少女

の ボー イ フ レン ドと して彼 女 を守 る こ と

で あ って、 少年 の両 親 も同 じ考 えであ る

こ とが うか が えた。親 た ちは若 い恋 人 を、

家族 に準 じる メ ンバ ー と して扱 い 、家 の

大工 仕事 な どち ょっ と した手伝 い も期待

す る。

■パー トナー

　 この よ うな、子 供 の異性 の友 人 と家族

との親 しい 関係 は、 日本 の多 くの家 庭 で

は、 子供 が結 婚 した のち に作 られ る よ う

に思 う。 で は、 この若 い ふた りの交 際 に

つ いて、 家族 は結 婚 を前提 と して考 えて

い るのか とい う と、否 で あ る。

　大 人 たち は、この少 女の 恋愛 につ い て、

「は じめ ての 恋愛 だか ら」 とい う。 「は じ

め ての恋 愛」 が いい相 手 との 出会 いで あ

っ た こと、娘 が幸 せ であ る こ とを、 家族

は あ き らか に喜 んで いる。 た だ し、 この

愛 のゆ くえが 、ど うなるか はわ か らな い。

む しろ大 人 た ち は、 は じめ て の恋 愛 で 、



少女 が助 け を必 要 とす る こ とが起 こ った

と きに、そ れ に応 じられ る ように気 をつ

けてい る よ うに、私 には見 え る。

　 この 少女 の交 際 を、彼 女 の兄 の交 際 と

比べ て み る と、 周 囲の大 人 が子供 の 交際

を よ く見 守 っ てい る こ とが わか る。彼 女

の3歳 年 長 の兄 は大 学生 で、 恋 人 も大 学

生 であ る。ふ た りと も親元 に住 んで いて、

そ れぞ れの 学業 や アルバ イ ト、 ま た友 人

とのつ きあ い で忙 し く生 活 してい る が、

夜 、 寝 る場所 は、 どち らか一 方 が他方 の

家 を訪 れて 、 と もに過 ごす こ とが多 い。

　 兄 が女 性 とつ きあ うのは、 は じめ てで

は ない。 数年 前 は別 の ガー ル フ レン ドと

つ きあ って い た。 しか し現 在 の 恋 人 は、

以前 の ガー ル フ レン ドとは まっ た く違 う

ようだ と、親 も見 て取 った。 そ こで彼 の

母親 は、 息子 が早 晩 、家 を 出て二 人 で部

屋 を借 りる と言 い出 す こ とを想 像 した と

い う。私 が こ こで注 意 したい の は、 この

ときの母 親 の とった行 動 であ る。

　 母 親 は、 自分 か ら息子 にそ れ を尋 ね る

ことは しな か ったが 、 ひ とつ の きっか け

があ っ た。母 親 の友 人の ひ と りが 、長 期

に 自分 の住 ま い をあ け る こ と にな っ て、

そ の 間 に 誰 か そ こ に住 む 人 を探 して い

た。安 い家賃 で悪 くない住 まい を手 に入

れ るこ とが で きるの だか ら、 息子 が恋 人

と二 人の 生活 をス ター トさせ た い と考 え

てい る な ら、 それ は願 って もな い機 会 に

な る。 母 親 は、二 人が い る と きに、 さ り

げ な くこの件 に言 及 した。 案 に反 して、

息 子 はそ の話 題 を避 け、詳 しい情報 が 恋

人の 耳 に入 らな い よう に した。

　 そ れで 母親 は、 息子 が なお迷 って いる

こ とを見 て取 っ た。ふ た りの住 まい を も

つ こ とは、パ ー トナーへ の 第一 歩 を意 味

す る。 母 親 は、住 まい の話 は それ き りに

した。 か わ りに彼女 は、息 子が 家 にひ と

りで い る とき、 と きど き自分の 隣 に座 ら

せ て、 大学 生活 は どうか、 将来何 を しよ

うと思 うのか、 恋愛 は どうか、 聞 くこと

に した。

　 そ うい うとき、彼 は どう答 えるの か、私

はす ぐに尋 ね た 。は じめ は 口 が重 い が 、

そ の うち にぽ つ りぽ つ りと話 し始 め るの

だという。た とえば、 恋 人の ちょっとした

行 動 が彼 に気 に入 らない の だ が、あ まり

ささい なことだか ら、口に しないで 済 まし

て い る。 これ に対 して母 親 は、そ うい う

ことを、きち ん と彼 女 に い う よ うに、とア

ドバ イスす る。「世 の 中の何 万 とい う恋 人

が 、そ うい うささい なことが原 因 で行 き違

つてい る。」私 は、この ような会 話 が で きる

母 親 と息 子の 両方 に、いた く感心 した。

　 こ こで テーマ に なっ てい る こ とは 、子

供 の恋 愛 を親が 認め るか どうか とい う レ

ベ ルで は ない。 それ はそ もそ も問題 に な

らない 。問題 は、子供 が助 け を必 要 とし

て い るか ど うか で ある。 そ のた めに、 親

は子 供 の恋愛 の ゆ くえ を見守 っ てい る。

　子 供 は、 い くつ ものス テ ップ をゆ っ く

りと進 んで 自立 して い く。そ の と き大 人

は 、子供 の作 る社 会 関係 を信頼 し、見 守

り、傷 つ い た ら支 えて や る必 要 が あ る。

傷つ く前 に守 るので は な く、傷 つ い たあ

とで支 えて や るこ と。 そ れ は骨 が 折 れ る

こ とだ が、 そ うい う過 程 をふ んで 子供 を

自立 させ てや るこ とは、 親 に とって も子

供 に とって も、 いい もの を もた らす よ う

だ。
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